












【区分】　　レベル１－レベル２ 様式３

技術の名称 PSR工法（polymer cement mortar magnetite structure reinforce)

開発会社名 前田工繊株式会社

ＮＥＴＩＳ登録番号 ■登録済み：登録番号【QS-980191】　　　　　□未登録

申請先の地方整備局 九州地方整備局

分類 〔レベル１：道路維持修繕工〕、〔レベル２：橋梁補修補強工〕、〔レベル３：上・下面増厚工〕、〔レベル４：　　　〕

使用可能な工事の種類 RC床版上・下面補修・補強工

技術名称 鋼板接着工法

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞

トータルコスト ５８，４６７円/１６年 　５６，０３４円/１６年 ４．１６％向上

備考

中 小 ①現行基準値等
②申請技術について実証により

確認した数値等
③従来技術との比較＜結果＞

構造

施工段階

物性

塩水噴霧３，０００時間後：
異常なし

耐塩水性

耐衝撃性 ―

―

耐久性

耐中性化

―

―

―

圧縮強度

※仮設工については施工段階
の安全性は含まない。

既設床版の圧縮強度

２１Ｎ/㎜２

材料のオゾン照射による
促進試験で

耐久性約３０年相当の評価
材料の安定性

―

―

補強効果

付着力

施工時の事故発生

施工後の事故発生

「土木工事安全施工技術指針」
第１章総則、第２章安全処置

一般による

社内規格は１．５Ｎ/㎜２

であるが

実験値は２．４Ｎ/㎜２

同等

同等事故発生の報告無し

材料の増加重量 ―

比較対象外

「土木工事安全施工技術指針」
第１章総則、第２章安全処置

一般による

事故発生の報告無し

実橋の補強後１０年経過時の
追跡調査で、

補強直後の補強効果が
そのまま持続している

比較対象外

大

安全性

耐久性

※労働安全衛生法上の安
全性等は含まない。

比較対象外
直接剥離・間接剥離

共に　０㎝２

損傷ランクⅡの既設ＲＣ床版

昭和３９年道路橋示法書に基づ
くＲＣ床版に損傷度Ⅱを与えた
後に補強を行い、輪荷重走行
試験機を用いて歩廊試験を
行った結果、平成８年示法書に
基づくＲＣ供試体を上回った

１回当たりの塗り替え費用の
１，５４４円が不要となる

塗装不要　０円

基準値２１Ｎ/㎜２に対し

補強材の実験値２９．６Ｎ/㎜２

共同研究を同時に行って
いないため比較できない

異なる素材（鋼板）のために
比較できない

その他 ―

評価項目

経済性

ランニングコスト

イニシャルコスト

選定理由

評価項目 申請者記入欄

大

比較対象とする従来技術

その他

RC床版補修・補強工法として実績が多い

比較対象外

申請者記入欄

― ―

１㎡当たり直接工事費 直接工事費　５６，９２３円/㎡ 直接工事費　５６，０３４円/㎡

維持管理費
約８年毎の塗装塗り替費

（塗装ランクＡ）
１，５４４円/㎡・回

従来技術に使用される
エポキシ樹脂の付着力に対し、
申請技術に使用される
材料の付着力は劣る

―

耐候性促進試験結果
３，０００時間異常なし
旧ＪＩＳによれば

１５０時間が１年相当であるた
め３，０００0時間は
２０年に相当する

耐候性

中性化促進試験で
１２０日後の中性化深さ０㎜
同時に行った無塗装の
コンクリートは５．０㎜

鉄筋への材料の被りは４．４㎜
以上あればよいことになるが、
ＰＳＲ工法では被りを６㎜以上

としている

比較対象外

技術詳細説明資料

設計採用値  ２．４０ｔ/ｍ３に対し

実験値２．０３ｔ/ｍ３

ｔ＝１８．５㎜ １㎡当り　３７．６㎏

鋼板　　　　 ｔ＝４．５㎜
エポキシ樹脂　４．０㎜の場合
１㎡当り　４１㎏（殆ど同等）

比較対象外

１．５６％向上



材料

施工

完成物

合理化

現場条件

適用範囲

自然条件

施工管理

（社内規定）

難易度

社会環境

作業員環境

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 有（ＰＳＲ工法　基準編）

積算基準等 有（ＰＳＲ工法　積算編）

施工管理基準等 有（ＰＳＲ工法　施工編）

付加鉄筋を吹付けとコテ塗りで
既設床版と一体化

施工方法

厚さ

施工速度

足場上の機材スペース

補強可能な床版

施工可能な気温

特殊作業員の熟練度が
必要なために同等

出来形管理：
厚さ　　　　１００㎡に１箇所
幅　　　　　５スパンに１箇所
長さ　　　　１スパン２箇所以上
品質管理１（吹き付け用）：

付着強度　１．５Ｎ/㎜２以上
管理頻度　全体で１回
粘度試験　３～３０秒
（Ｊ１４ロート試験）
管理頻度　全体で１回以上
品質管理２（コテ塗り用）：

圧縮強度　２３．５Ｎ/㎜２以上

曲げ強度　　７．３Ｎ/㎜２以上
管理頻度　全体で１回
粘度試験　１３～２０ｃｍ
（フロー試験）

損傷度ⅡまでのＲＣ床版 同等

同等

―

圧縮強度（コテ塗り材）

曲げ強度（コテ塗り材）

左官工の熟練度必要

―

基準値２１Ｎ/㎜２に対し

補強材の実験値２９．６Ｎ/㎜２

実験値

１１．５Ｎ/㎜２

施工性

―

使用材料の
取り扱い上の安全性

防塵メガネ、防護マスク
などを使用する

同等

作業に用いた用具を洗浄した
水の分析結果

有害物質は検出されなかった

―

周辺環境への影響

施工管理項目及び頻度
施工が異なるため
比較できない

素材が異なるため
比較できない

―

―

モルタル成分の安全性

作業員の熟練度

厚生労働省第２６１号
水道水の基準値を満たすこと

損傷度ⅡまでのＲＣ床版

現場実績
１９～２０㎜

―

― ３．６㎡

設計数値
１８．５㎜以上

社内規格は１．５Ｎ/㎜２

であるが

実験値は２．４Ｎ/㎜２
付着強度（吹き付け材）

既設床版の圧縮強度

２１Ｎ/㎜２

品質・出来形

比較対象外

比較対象外

鋼板をアンカー止め後、
エポキシ樹脂注入

その他

その他

― ５℃以上

鋼板接着工の場合
振動ドリル１台、チェーン
ブロック４台、グラウト注入機
１台、作業員　６名分として

５．４㎡必要
従って申請工法の方が３３％

狭くてすむ

比較対象外

９日/１００㎡
従来技術　１１日
申請技術　　９日

（申請技術が１８．１８％短縮）

比較対象外
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